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第２章 情報の収集及び連絡 
 

 気象情報・水防情報等の収集 
《 危機管理室災害対策課》  

 

第１  気象情報・水防情報の収集 

危機管理担当局長は、 広島地方気象台、 国土交通省太田川河川事務所、 県から 気象

又は水防に関する 情報を 電話、 フ ァ ク シ ミ リ 、 端末機、 イ ン タ ーネ ッ ト によ り 収集す

る 。  

 

第２  水位・潮位・雨量の観測 

１  観測の指令 

危機管理担当局長は、 次の場合において 、 水位、 潮位及び雨量の観測員に観測を 行

う こ と を 指令する 。  

⑴ 水位の観測   広島地方気象台から 洪水注意報が発表さ れ、 危機管理担当局長

が必要と 認めた と き 。 又は国土交通省太田川河川事務所と 広島地

方気象台が共同で 行う 指定河川洪水予報が発表さ れ、 危機管理担

当局長が必要と 認めた と き 。  

⑵ 潮位の観測   広島地方気象台から 高潮等に関する 注意報が発表さ れ、 危機管

理担当局長が必要と 認めた と き 。  

⑶ 雨量の観測   危機管理担当局長が必要と 認めた と き （ 通常は自動的に観測す

る 。）。  

２  観測要領 

前項に基づく 観測員の観測及び観測結果の通報は次によ る 。  

⑴ 水位の観測員は、 水位の変動を 監視し 、 水位を 堤防から の落差によ り 測定し 、 異

常水位又は越水のおそ れがある と き は随時通報する 。  

⑵ 潮位の観測員は、 潮位の状況を 監視し 、 潮位又は堤防から の落差、 風向及び波高

を 測定し 、 異常潮位又は越波、 越水のおそ れがある と き は随時通報する 。  

⑶ 雨量の観測員は、 特別に指示があっ た 場合を 除き 、 毎正時に１ 時間ご と の雨量を

測定し 、 通報する 。  

３  観測場所 

水位、 潮位及び雨量の観測は、 別表第１ に定める 観測場所において 行う 。  

４  観測結果の通報 

観測結果の通報系統は、 別表第２ のと おり と する 。  

 

 

 気象情報・水防情報等の伝達 
《 各局等、 危機管理室災害対策課、 各区区政調整課・ 地域起こ し 推進課、 各消防署》  

 

第１  気象情報・水防情報の伝達 

危機管理担当局長は、 広島地方気象台、 国土交通省太田川河川事務所、 県から 気象

又は水防に関する 情報を 受けた と き は、 別表第３ に定める と こ ろ によ り 各局等及び各

区へ伝達する 。  

伝達を 受けた各局等及び各区の長は、 速やかにそ の内容を 水防要員に周知さ せる と

と も に、 必要に応じ 関係機関への連絡及び住民への広報を 行う な ど 適切な 措置を 講じ

る 。  
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第２  水位周知下水道における水位到達情報の伝達 

１  種類及び発表基準 

本市は、市長によ り 指定し た水位周知下水道について 、水位が内水氾濫危険水位（ 雨

水出水特別警戒水位） に達し た と き は、 そ の旨を 当該水位周知下水道の水位を 示し て

水防管理者及び量水標管理者に通知し 、 必要に応じ て 報道機関の協力を 求めて 、 一般

に周知さ せる も のと する 。  

発表する 情報の種類、 発表基準は、 次のと おり で ある 。  

種類 発表基準 

内水氾濫危険情報

（ 雨水出水特別警戒

水位到達情報）  

基準地点の水位が内水氾濫危険水位（ 雨水出水特別警戒

水位） に到達し た と き  

２  本市が行う 水位到達情報の通知 

別表第４ のと おり 。  

 

 

 住民情報の収集等 
《 各局等、 危機管理室災害対策課、 消防局警防課、 各区区政調整課・ 地域起こ

し 推進課、 各消防署》  

 

各局等及び各区の長は、 災害の前兆現象や防災施設等の異常の通報を 受けたと き は、 危

機管理担当局長に報告する と と も に、 現地調査を 行う ほか、 避難指示な ど 適切な 措置を 講

じ る 。  

 

 

 情報の連絡方法 
《 危機管理室災害対策課》  

 

情報の連絡方法は、「 地域防災計画（ 基本・ 風水害対策編） 第３ 章 災害応急対策、 第３

節 情報の収集及び伝達」 によ る 。   


